
●木原氏：愛人関係否定
●Aさん：代理人弁護士が司法記者クラブに「娘は木原
氏の実子」と認める文書を送付（※認知なし）

●79年生まれ、44歳。父親は警視庁の警察官。身長163cm。旧姓F本
●97年、雑誌モデルとしてデビュー。99年、URANとしてCDデビュー。
●02年、安田種雄氏と結婚。04年4月長女誕生。06年に夫不審死。
●銀座のホステスとなり08年、木原氏と出会う
●14年、妊娠を機に木原氏と結婚（再婚）
●18年、捜査再開。参考人として聴取。関与を否定。
●同年12月、物的証拠が少、「自民党の国会議員の妻」などの理由で打ち切りに
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長女

●78年生まれ。暴走族（三茶愚連隊）
●雑誌モデル。97年X子と交際。23歳で結婚
後、風俗店店長。覚醒剤常習者。暴力団に
300万円の借金。
●2006年4月10日、喉から肺にかけての傷を
負い、死亡。享年28歳。
●右の太腿の脇に細長いナイフ。血しぶきは天
井に達していた。
●以降、未解決の不審死として処理。

長男

●ホステス時代、木原氏と交際
●2014年出産（本妻の５ヶ月後）

Y氏

愛人

友人

木原誠二

●2018年再捜査の際、刑事に「事件当日、
X子から『殺しちゃった』と電話があり現
場に行った」と証言。
●この供述により捜査チームが拡大
●現場で証拠隠滅、証拠（両面テープ等）を
持ち去る。
●覚醒剤の常習者。宮崎刑務所服役。

女の子 男の子
●2018年再捜査の当時、長男0歳
（2022年⇒3~4歳）

栗生俊一

捜査チーム
縮小命令？

●官房副長官（現在）
●政調副会長（2018年当時）
●情報調査局長（2018年当時）

捜査一課
再捜査チーム

親子

木原妻の元夫「不審死事件」相関図

第一発見者。深夜３時に現場に向かう。
「（息子の）体は硬直し、血は固まりかけ
ていた。右の太腿の2、30センチ右には細
長いナイフが綺麗に置かれていました。」

種雄・父

X子父・F本氏

露木康浩

長官

元長官 
（2018年） 警察庁

監督

警視庁

警察庁上層部に圧力
捜査中止働きかけ？？

佐藤誠・警部補

●捜査一課一筋18年
●”捜査一課のレジェンド”
●伝説の”落とし屋”

聴取

親子
Z（真犯人）

殺害？

Zについて供述せず
（Zを擁護か）

実家・
自宅（南大塚）へ
家宅捜索

事情聴取

真犯人と見立て

●元警視庁警部。四日市市出身。桑名市
在住
●大学時代体育会ボクシング部（全日本
選手権第3位）
●四日市高校卒。2017年四日市港管理組
合勤務。桑名市で叙勲受賞。

●2018年再捜査の当時、16歳と14歳
（2022年⇒19~20歳と17~18歳）

●地方都市で第二の人生
●身長165cm前後、白髪頭。”老いてなお矍鑠”

かくしゃく

●文春記者にボクサーだったことを告げる
●「あんなの信用してんのか、お前らアレを。あい
つら」⇒種雄と父親のことか
●名古屋弁『もう覚えとらんし、分からんて。』
●2018年10月12日、聴取を拒否タクシーのドラレコに記録された

X子への発言
「俺が手を回しておいたから心配
すんな。刑事の話には乗るなよ。
これは絶対言っちゃ駄目だぞ。そ
れは罠なんだから」

事情聴取

●X子に殺害は不可能。第三者Zが突発的に殺害。
●自殺を偽装。X子にY氏を犯行現場に呼び出さ
せ、ナイフに両面テープを工作、Y氏の指紋を残
させ、現場を立ち去った。
●”Xにとっては庇うべき存在”同一人物??

二階俊博
●自民党幹事長
（2018年当時）

捜査状況の
情報共有

捜査終了
圧力？

●「X子と離婚しろ」
●「警察の取り調べには
　 素直に応じろ』

●官房副長官（現在）
●内閣人事局長（現在）

共に現在の
官房副長官
密接

エマニュエル
駐日米国大使

バイデン大統領

指示・命令

密接

岸田文雄

最側近

圧力

圧力

親密・連携

●LGBT法案、ウクラ
イナ支援などで連携
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岸田つぶし??

刑事告訴

捜査情報
リーク??

国家公安委員会

管理

小田尚
たかし

委員
（~2022.3）

元取締役 
論説主筆

密接??

忖度

菅義偉

恨み

公安部との情報あり

指示・命令
創設者

正力松太郎は
CIAアセット

勝栄二郎

密接
（主計局/
大樹総研）

財務省

在籍 
（93-05）

事務次官 
（2010-12）

非常勤監査役 
（2014-22）

接待

親密

CIA 2006年4月10日、X子（木原夫人）の元夫・安田種雄さんが遺体で発見される。（⇒司法解剖の結果、被害者から致死量
の覚醒剤が発見。数日の捜査ののち覚醒剤乱用による自殺と見立てる。遺族の納得が得られる『不審死』として処理）
2008年春頃、木原氏が銀座で働いていたX子と出会う
2014年10月、X子さんが木原氏の娘を出産　この頃に結婚
2018年4月、警視庁が不審死事件の再捜査を開始
2018年6月、佐藤誠警部補（当時）が捜査一課殺人犯捜査第一係の係長から取り調べの要請を受ける。
2018年10月上旬、佐藤警部補、X子への事情聴取を開始。X子、採尿、採血、ポリグラフ（嘘発見器）を拒否
2018年10月下旬、佐藤警部補、上司から事情聴取の終了を告げられる
2023年7月、文春記者からの取材に佐藤警部補が事件について証言。真犯人とおぼしき「Z氏」の存在が明らかになる。

木原夫婦と事件の年表

渡辺恒雄

代表取締役

親密


